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最近よく聞くSDGs
「S」は「持続可能性」

Sustainability: 将来も豊かであるために、今少し
我慢すること
初出は「Our Common Future」(国連「環境と開
発に関する世界委員会」1987)
SDGs：

2015年9月に国連で採択された「持続可能な
開発のための2030アジェンダ」に記載された、
2030年を期限とする持続可能な社会をつくる
ための国際的な取り組み目標
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最近よく聞くSDGs
「S」は「持続可能性」

この17の目標（Goals）の下に169のターゲット（Targets）がある
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「住み続けられるまちづくりを」
都市と人間の居住地を包摂的、
安全、強靭かつ持続可能にする

11.1 2030年までに、全ての人々の、適切、安全かつ安価な住宅及び基本的
サービスへのアクセスを確保し、スラムを改善する。
11.2 2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、障害者及び高齢者
のニーズに特に配慮し、公共交通機関の拡大などを通じた交通の安全性改善に
より、全ての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持続可能な輸送システ
ムへのアクセスを提供する。
11.3 2030年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を促進し、全ての国々の
参加型、包摂的かつ持続可能な人間居住計画・管理の能力を強化する。
11.4 世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強化する。
11.5 2030年までに、貧困層及び脆弱な立場にある人々の保護に焦点をあて
ながら、水関連災害などの災害による死者や被災者数を大幅に削減し、世界の
国内総生産比で直接的経済損失を大幅に減らす。
11.6 2030年までに、大気の質及び一般並びにその他の廃棄物の管理に特別
な注意を払うことによるものを含め、都市の一人当たりの環境上の悪影響を軽
減する。
11.7 2030年までに、女性、子供、高齢者及び障害者を含め、人々に安全で包
摂的かつ利用が容易な緑地や公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。
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SDGsでは169のtargetをすべて達成しなければならない
（好き嫌いとか得意不得意ではない。「不可（Ｆ）」があると留年確定）

SDGsに取り組んでいる自治体なら、当然、この項目も
しっかり確認して、達成のための施策を実施していますよね！

11.2

2030年までに、脆弱な立場にある人々、女性、子供、
障害者及び高齢者のニーズに特に配慮し、公共交通
機関の拡大などを通じた交通の安全性改善により、
全ての人々に、安全かつ安価で容易に利用できる、持
続可能な輸送システムへのアクセスを提供する。

公共交通の必要性は
SDGsで明示
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｢気候変動の緩和・適応｣は
これからの社会にとって

当然の義務
13.1 全ての国々において、気候関連災害や自然災害に対する強靱性（レジリエンス）及び適応の能
力を強化する。
13.2 気候変動対策を国別の政策、戦略及び計画に盛り込む。
13.3 気候変動の緩和、適応、影響軽減及び早期警戒に関する教育、啓発、人的能力及び制度機能
を改善する。
13.a 重要な緩和行動の実施とその実施における透明性確保に関する開発途上国のニーズに対応
するため、2020年までにあらゆる供給源から年間1,000億ドルを共同で動員するという、
UNFCCCの先進締約国によるコミットメントを実施するとともに、可能な限り速やかに資本を投入
して緑の気候基金を本格始動させる。
13.b 後発開発途上国及び小島嶼開発途上国において、女性や青年、地方及び社会的に疎外され
たコミュニティに焦点を当てることを含め、気候変動関連の効果的な計画策定と管理のための能力
を向上するメカニズムを推進する。

（参考）
11.b 2020年までに、包含、資源効率、気候変動の緩和と適応、災害に対する強靱さ（レジリエン
ス）を目指す総合的政策及び計画を導入・実施した都市及び人間居住地の件数を大幅に増加させ、
仙台防災枠組2015-2030に沿って、あらゆるレベルでの総合的な災害リスク管理の策定と実施
を行う。

気候変動緩和策はパリ協定で規定（こちらも国連）
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（令和元年７月発行）

http://www.jtpa.or.jp/contents/pdf/toshi115.pdf
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気候変動が交通・輸送システムに
及ぼす影響フロー

気温上昇

海面上昇

豪雨増加

熱帯低気圧大型化

高潮激化

災害被災
リスク増加

交通需要変化

交通需要形態
変化

観光需要変化

交通需要増加

居住地・施設
等移転

観光需要増加
積雪・凍結減少

強風激化

洪水・土砂
災害増加

河川への
海水遡上

生態系変化

海岸浸水
・浸食

島嶼・沿岸地域
への悪影響

インフラ被害
増加

<気候変動＞ <交通へ
の影響＞自然災害に対する脆弱性評価

極端気象増加以外の影響の検討

極端気象増加

「極端気象の増加」が最も懸念される

自然災害激化の
シナリオ作成と適用
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https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/infographic/7_roadTraffic.html

「インフォグラフィックで見る気候変動の影響と適応策」
気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）にて公開
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https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/infographic/7_underground.htm

「インフォグラフィックで見る気候変動の影響と適応策」
気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）にて公開
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1998年 2018年
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「カーボン
ニュートラル」

温室効果ガス排出を全体とし
てゼロにする
（CO2等の温室効果ガスの排
出量から、森林などによる吸
収量を差し引いた量をゼロに、
いわゆる「ネットゼロ」）

2050年までにこれを実現、
脱炭素社会を目指すと首相
が宣言

正直、途方もない！
しかし、

やらねばならない！
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日本のCO2排出量の推移（1990～2023）
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一喜一憂している場合ではない！

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 13


Graph1

		1990		1990		1990		1990		1990		1990		1990		1990

		1991		1991		1991		1991		1991		1991		1991		1991

		1992		1992		1992		1992		1992		1992		1992		1992

		1993		1993		1993		1993		1993		1993		1993		1993

		1994		1994		1994		1994		1994		1994		1994		1994

		1995		1995		1995		1995		1995		1995		1995		1995

		1996		1996		1996		1996		1996		1996		1996		1996

		1997		1997		1997		1997		1997		1997		1997		1997

		1998		1998		1998		1998		1998		1998		1998		1998

		1999		1999		1999		1999		1999		1999		1999		1999

		2000		2000		2000		2000		2000		2000		2000		2000

		2001		2001		2001		2001		2001		2001		2001		2001

		2002		2002		2002		2002		2002		2002		2002		2002

		2003		2003		2003		2003		2003		2003		2003		2003

		2004		2004		2004		2004		2004		2004		2004		2004

		2005		2005		2005		2005		2005		2005		2005		2005

		2006		2006		2006		2006		2006		2006		2006		2006

		2007		2007		2007		2007		2007		2007		2007		2007

		2008		2008		2008		2008		2008		2008		2008		2008

		2009		2009		2009		2009		2009		2009		2009		2009

		2010		2010		2010		2010		2010		2010		2010		2010

		2011		2011		2011		2011		2011		2011		2011		2011

		2012		2012		2012		2012		2012		2012		2012		2012

		2013		2013		2013		2013		2013		2013		2013		2013

		2014		2014		2014		2014		2014		2014		2014		2014

		2015		2015		2015		2015		2015		2015		2015		2015

		2016		2016		2016		2016		2016		2016		2016		2016

		2017		2017		2017		2017		2017		2017		2017		2017

		2018		2018		2018		2018		2018		2018		2018		2018

		2019		2019		2019		2019		2019		2019		2019		2019

		2020		2020		2020		2020		2020		2020		2020		2020

		2021		2021		2021		2021		2021		2021		2021		2021

		2022		2022		2022		2022		2022		2022		2022		2022

		2023		2023		2023		2023		2023		2023		2023		2023



エネルギー転換

産業

運輸

業務その他

家庭

工業プロセス

廃棄物

合計

100

100

100

100

100

100

100

100

99.1683991684

98.6537319343

105.7581573896

102.9702970297

101.7432646593

101.9938650307

100.8438818565

100.9889070427

98.0249480249

97.0500890913

108.9731285988

106.5498857578

106.6561014263

101.9938650307

108.4388185654

101.805830252

98.1288981289

94.5357354979

110.6046065259

109.6725057121

106.735340729

100

104.641350211

101.1866884513

98.3367983368

98.020194021

115.2591170825

120.8682406702

113.2329635499

102.6073619632

119.8312236287

105.9162438731

96.8814968815

98.0993862601

119.5777351248

124.6763137852

115.0554675119

103.0674846626

122.3628691983

106.9653452575

97.1933471933

98.1191843199

122.7447216891

123.1530845392

116.9572107765

103.9877300614

124.0506329114

108.0488434087

99.6881496881

96.1195802811

123.4644913628

126.5803503427

113.470681458

100.1533742331

130.8016877637

107.403904033

95.2182952183

90.1405662245

122.4088291747

132.2924600152

112.1236133122

90.9509202454

131.6455696203

103.9470289793

98.9604989605

92.2985547416

124.4721689059

140.1370906321

117.8288431062

91.5644171779

131.223628692

107.0943331327

99.0644490644

94.812908335

124.1842610365

145.0114242193

120.4437400951

92.3312883436

137.1308016878

109.0549488348

96.6735966736

92.3975450406

126.103646833

145.0114242193

118.5419968304

90.3374233129

135.864978903

107.7650700834

99.2723492723

94.0803801227

124.5681381958

152.779893374

126.2282091918

86.6564417178

137.1308016878

110.2846332445

100.6237006237

94.4565432588

122.8406909789

158.0350342727

127.5752773376

85.736196319

140.9282700422

111.0069653453

100.8316008316

93.5458325084

119.8656429942

162.680883473

127.8922345483

85.736196319

137.9746835443

110.6028033365

106.4449064449

93.0310829539

117.2744721689

168.9261233816

131.0618066561

87.4233128834

135.4430379747

111.2391435205

104.6777546778

91.7640071273

115.8829174664

166.2604722011

124.5641838352

87.8834355828

128.6919831224

109.2441310517

109.7713097713

93.9813898238

114.8752399232

173.1911652704

133.8351822504

86.6564417178

131.223628692

112.3054432883

107.5883575884

85.2504454563

111.1804222649

168.2406702209

129.7147385103

79.9079754601

136.2869198312

106.1914180067

104.6777546778

80.0831518511

109.4049904031

149.504950495

126.4659270998

71.6257668712

121.0970464135

100.2579757503

108.2120582121

85.567214413

109.7888675624

152.3990860625

139.4611727417

73.1595092025

124.4725738397

104.6693610801

109.2515592516

88.2399524847

108.0614203455

171.2109672506

149.2868462758

72.6993865031

121.0970464135

108.968956918

111.2266112266

88.6755098

108.9251439539

174.105102818

164.8969889065

72.8527607362

128.2700421941

112.5032246969

110.395010395

91.7244110077

107.5815738964

178.8271134806

166.0063391442

75.6134969325

126.1603375527

113.3029495227

103.6382536383

88.2399524847

105.0383877159

171.4394516375

156.735340729

74.6932515337

123.2067510549

108.8657666179

100.7276507277

85.2900415759

104.3186180422

165.1180502666

147.7812995246

72.3926380368

124.8945147679

105.3744947975

105.5093555094

83.211245298

103.358925144

161.157654227

143.1854199683

71.7791411043

125.7383966245

103.6460572706

99.5841995842

81.6867946941

102.3032629559

157.349581112

146.3549920761

72.8527607362

127.0042194093

102.2959841775

98.2328482328

79.7663828945

100.9596928983

152.4752475248

127.0206022187

71.7791411043

129.9578059072

98.4263479233

93.1392931393

76.6778855672

98.896353167

145.5445544554

124.6434231379

69.3251533742

132.0675105485

95.2360478115

85.343035343

70.3623044942

88.0038387716

138.1568926123

133.0427892235

64.8773006135

125.7383966245

89.6379740304

91.0602910603

73.6289843595

88.5796545106

142.650418888

127.0206022187

67.0245398773

129.1139240506

91.4696018574

88.2536382536

69.7485646407

92.0345489443

136.7098248286

125.2773375594

62.7300613497

124.8945147679

89.1478201049

84.2158815702

67.2201894327

91.2236386294

125.7937408195

116.763451074

59.190708295

124.2089097069

85.2089852543



Sheet1

		列1		エネルギー転換 テンカン		産業 サンギョウ		運輸 ウンユ		業務その他 ギョウムタ		家庭 カテイ		工業プロセス コウギョウ		廃棄物 ハイキブツ		合計 ゴウケイ

		1990		100		100		100		100		100		100		100		100

		1991		99.1683991684		98.6537319343		105.7581573896		102.9702970297		101.7432646593		101.9938650307		100.8438818565		100.9889070427

		1992		98.0249480249		97.0500890913		108.9731285988		106.5498857578		106.6561014263		101.9938650307		108.4388185654		101.805830252

		1993		98.1288981289		94.5357354979		110.6046065259		109.6725057121		106.735340729		100		104.641350211		101.1866884513

		1994		98.3367983368		98.020194021		115.2591170825		120.8682406702		113.2329635499		102.6073619632		119.8312236287		105.9162438731

		1995		96.8814968815		98.0993862601		119.5777351248		124.6763137852		115.0554675119		103.0674846626		122.3628691983		106.9653452575

		1996		97.1933471933		98.1191843199		122.7447216891		123.1530845392		116.9572107765		103.9877300614		124.0506329114		108.0488434087

		1997		99.6881496881		96.1195802811		123.4644913628		126.5803503427		113.470681458		100.1533742331		130.8016877637		107.403904033

		1998		95.2182952183		90.1405662245		122.4088291747		132.2924600152		112.1236133122		90.9509202454		131.6455696203		103.9470289793

		1999		98.9604989605		92.2985547416		124.4721689059		140.1370906321		117.8288431062		91.5644171779		131.223628692		107.0943331327

		2000		99.0644490644		94.812908335		124.1842610365		145.0114242193		120.4437400951		92.3312883436		137.1308016878		109.0549488348

		2001		96.6735966736		92.3975450406		126.103646833		145.0114242193		118.5419968304		90.3374233129		135.864978903		107.7650700834

		2002		99.2723492723		94.0803801227		124.5681381958		152.779893374		126.2282091918		86.6564417178		137.1308016878		110.2846332445

		2003		100.6237006237		94.4565432588		122.8406909789		158.0350342727		127.5752773376		85.736196319		140.9282700422		111.0069653453

		2004		100.8316008316		93.5458325084		119.8656429942		162.680883473		127.8922345483		85.736196319		137.9746835443		110.6028033365

		2005		106.4449064449		93.0310829539		117.2744721689		168.9261233816		131.0618066561		87.4233128834		135.4430379747		111.2391435205

		2006		104.6777546778		91.7640071273		115.8829174664		166.2604722011		124.5641838352		87.8834355828		128.6919831224		109.2441310517

		2007		109.7713097713		93.9813898238		114.8752399232		173.1911652704		133.8351822504		86.6564417178		131.223628692		112.3054432883

		2008		107.5883575884		85.2504454563		111.1804222649		168.2406702209		129.7147385103		79.9079754601		136.2869198312		106.1914180067

		2009		104.6777546778		80.0831518511		109.4049904031		149.504950495		126.4659270998		71.6257668712		121.0970464135		100.2579757503

		2010		108.2120582121		85.567214413		109.7888675624		152.3990860625		139.4611727417		73.1595092025		124.4725738397		104.6693610801

		2011		109.2515592516		88.2399524847		108.0614203455		171.2109672506		149.2868462758		72.6993865031		121.0970464135		108.968956918

		2012		111.2266112266		88.6755098		108.9251439539		174.105102818		164.8969889065		72.8527607362		128.2700421941		112.5032246969

		2013		110.395010395		91.7244110077		107.5815738964		178.8271134806		166.0063391442		75.6134969325		126.1603375527		113.3029495227

		2014		103.6382536383		88.2399524847		105.0383877159		171.4394516375		156.735340729		74.6932515337		123.2067510549		108.8657666179

		2015		100.7276507277		85.2900415759		104.3186180422		165.1180502666		147.7812995246		72.3926380368		124.8945147679		105.3744947975

		2016		105.5093555094		83.211245298		103.358925144		161.157654227		143.1854199683		71.7791411043		125.7383966245		103.6460572706

		2017		99.5841995842		81.6867946941		102.3032629559		157.349581112		146.3549920761		72.8527607362		127.0042194093		102.2959841775

		2018		98.2328482328		79.7663828945		100.9596928983		152.4752475248		127.0206022187		71.7791411043		129.9578059072		98.4263479233

		2019		93.1392931393		76.6778855672		98.896353167		145.5445544554		124.6434231379		69.3251533742		132.0675105485		95.2360478115

		2020		85.343035343		70.3623044942		88.0038387716		138.1568926123		133.0427892235		64.8773006135		125.7383966245		89.6379740304

		2021		91.0602910603		73.6289843595		88.5796545106		142.650418888		127.0206022187		67.0245398773		129.1139240506		91.4696018574

		2022		88.2536382536		69.7485646407		92.0345489443		136.7098248286		125.2773375594		62.7300613497		124.8945147679		89.1478201049

		2023		84.2158815702		67.2201894327		91.2236386294		125.7937408195		116.763451074		59.190708295		124.2089097069		85.2089852543







20２3年度
（国土交通省HP）
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国立環境研究所公表データ

世帯当たりCO2排出量
3.61[t-CO2]

クールビズ促進より

クルマビズ抑制

暖房, 

15.6%
冷房, 3.0%

給湯, 

12.9%

厨房, 5.4%
照明・家電

等, 30.3%

マイカー, 

26.9%

ゴミ, 3.9% 水道, 2.0%

クルマは環境負荷をたくさん出す
-日本の家庭からのCO2排出量の内訳（2023年度）-

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 15



ESTとは？

「交通に伴う様々な環境負荷を減らすことで、

持続可能な社会を築く一助となること」

（OECDが1990年代後半に提唱）

ESTは、SDGsの先祖である！

Environmentally Sustainable Transport
環境的に持続可能な交通

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 16



SDGsはまさにESTの発展形
目標必達！
• SDGsは17の目標と、その下の

169のターゲットからなる→1.基準
• これらを2030年までに達成するこ
とを世界中の国が約束

• そのためにどんな施策が必要かを考
える→2.バックキャスティング

• 先に施策があるなら、それがSDGs
のどのターゲットに貢献できるかを
チェックし、意識する

• お手本があるなら参考にする→3.ベ
ストプラクティス

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 17



ESTその１「EST基準」
-低炭素だけじゃない！-

定義：公共衛生や環境システムに害を及ぼさない交通システム
（a）再生速度を上回らない速度で、再利用可能な資源が活用可能
（b）再利用が不可能な資源であっても、代替し得る再利用資源の

開発の速度を上回らない速度で活用可能

基準 CO2 1990年から50～80％削減

PM 1990年から55～99％削減が望ましい

NOX 1990年から90％削減

騒音 騒音レベル昼間55db、夜間45db以下

VOCs 1990年から90％削減

土地利用 1990年と比較し、緑地の修復・拡張

• 1990年代の基準(当時は画期的、現在でもかなり厳しい)
• いまはパリ協定やSDGsなど新たな基準を意識すべき

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 18



BAU
(Business
As Usual)

基準年 目標年（2050年）

削減目標
(- 80%)

低炭素社会
ビジョン

排出量

鉄道・BRT整備

公共交通指向型
開発（TOD）

貨物鉄道輸送

低排出車普及
スマート
グリッド

郊外から撤退

燃料・炭素税

低排出車普及

AVOID

SHIFT

IMPROVE

ESTその２「バックキャスティング」

← roadmap→

バックキャスティング(backcasting)
「目標を達成するために何をしなければならないか」
という発想（大学受験と同じ）

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 19



ESTその３「ベストプラクティス」
目標を達成するためには・・・
お手本があるとやりやすい
→お手本となるような地域を探し出し、そこを広くみ

なさんに知ってもらう。その１つの方法が「表彰」
EST普及推進委員会が選んでいるのが

「EST交通
環境大賞」

第15回EST交通環境大賞受賞団体
2025年6月24日

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 20



EST実現のための技術施策と交通施策

技術

・モーダルシフト

・車利用の削減

など

・燃料・車両改善

・道路交通情報化

など

CO2削減量

全国でほぼ一律 地域により異なる

目標削減量

交通

地域（自治体・住民）の取組が重要国・メーカーの取組が重要

技術施策(EST1)
だけで乗り越えられ

れば、交通施策
(EST2)は不要

→まず技術革新トレ
ンド(EST1)を予測

→もし足りない見込
みであれば、必要な
交通施策(EST2)を
地域別に見積もる

EST 1 EST 2

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 21



戦 略

交通需要
の減少

車利用の
削減

代替交通
手段の改善

道路網の
改善

車両改善

手

段

技術：
インフラスト
ラクチャー
車両・燃料

公共交通指
向型開発
（TOD）
職住近接

歩行者・自転
車道路
歩車共存道路

鉄道
LRT・BRT
自転車・徒歩
新モビリティ

新規道路
新規駐車設備

低燃費車
代替燃料車

規制：
管理
制御
サービス

土地利用規
制
郊外化規制

都心部乗り入
れ制限
駐車制限
交通静穏化

軌道・バス優
先方策
公共交通
サービス改善

整流化のため
の通行規制

燃費基準
燃料質に関す
る規制

情報：
助言
啓発
通信

テレワーキン
グ

意識キャン
ペーン

リアルタイム
公共交通情
報提供システ
ム

カーナビゲー
ション
安全広告
交通情報提供

エコ意識

経済：
プライシング
課税

土地税 ロードプライ
シング
駐車料金
自動車関連税

運賃政策 ロードプライ
シング

自動車関連税

交通起源環境負荷削減のための施策の整理
（中村・林・宮本編「都市交通と環境－課題と政策－」の表に加筆）

エコ
移動の
案内

再生可能
エネル

ギー利用

乗入規制
歩行支援
交通整備

Ｅ
Ｓ
Ｔ
１

Ｅ
Ｓ
Ｔ
２

AVOID SHIFT IMPROVE

通行・駐
車プライ
シング

公共交通
運賃低減

低炭素
モード
導入

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 22



ESTにおける基礎的な注意点

• 「電動なので（走行時に）CO2を出さないから
環境にやさしい」

→発電時に出ていますよね？

• 「ちゃんと考えてはいないけど、たぶん環境に
やさしいと思う」

→定量的根拠がないと認められません！

• 「自分たちで調査検討した結果、環境にやさし
いとわかった」

→客観的に検証されていないと弱いです！

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 23



燃料採掘から車両走行までのパス

石油

石炭

天然ガス

廃棄物

風力

水力

原子力

太陽光

地熱

ガソリン・軽油

水素

電力

鉄道

FCV

EV

GV

発電効率

水の電気
分解効率

充放電
効率

水素
圧縮効率

走行

走行

走行

走行

モーター
効率

燃料電池
効率

モーター
効率

モーター
効率

Well to Tank Tank to Wheel

CCS導入

エンジ
ン効率

Well to Wheelで見ないとダメ！
名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 24



輸送機関のLC-CO2排出量

＜個別交通（少量）＞・・・いままで全くなかった

（右参照）

＜乗合交通（中大量）＞・・・最新の値へ更新、中量輸送が追加

環境研究総合推進費1G-2001最終報告名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 25



乗用車と乗合交通で
CO2排出量はどれくらい違うか？

0 50 100 150

130

57

17車両走行に伴う
人キロあたり
CO2排出量
（2019年、
全国平均）

 

鉄道

バス

自家用
乗用車

g-CO2/人キロ

• 個人が自動車から乗合交通に乗り換える場合はこの値でよい
• しかし、転換してもらうために本数や路線を増やす（供給を変える）
場合、この値は変化

• 逆効果の場合も（建設時排出卓越、ガラガラ）
 たくさん乗り合うことではじめて効果が現れる

国土交通省資料

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 26
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乗用車と乗合交通で
CO2排出量はどれくらい違うか？

0 50 100 150

131

109

28車両走行に伴う
人キロあたり
CO2排出量
（2020年、
全国平均）

 

鉄道

バス

自家用
乗用車

g-CO2/人キロ

国土交通省資料

• コロナ禍で乗合交通の輸送密度が低下（乗客減、本数変わらず）
• 一方、マイカー（自家用乗用車）は走行量が減少（１台当たり乗
車人数は安定的）

 たくさんの人が一緒に動くときに乗合交通は有利となることの結果
名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 27
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乗用車と乗合交通で
CO2排出量はどれくらい違うか？

0 50 100 150

127

63

17車両走行に伴う
人キロあたり
CO2排出量
（2023年、
全国平均）

 

鉄道

バス

自家用
乗用車

g-CO2/人キロ

国土交通省資料

• まだバスは以前の水準に戻っていない
 たくさん乗り合うようにするために必要なことを考え、実行する必要

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 28
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車両効率の向上が重要
-適材適所に努める-

• 乗り合わせる
• 乗車率の高い大量輸送（幹線公共交通）が効率的
• ガラガラのコミバス・路線バスはむしろ悪い
※幹線・支線システムも検討に値する

• クルマは相乗り・P&Rを奨励（1人・短距離なら自転車へ）

• 空車・迂回を減らす
• 自家用車送迎は最悪（他の用事のついでならまだよい）
• 回送・迂回の多いデマンド交通も悪い（タクシー・ライド

シェアは工夫がないと非常に悪い）

• 渋滞をなくす
• 燃費・エネルギー消費原単位が悪化（ハイブリッド車であ

る程度カバーできる）

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 29



「ESTと言えるかどうか」の判断方法
• 環境負荷が「トリップ全体」「人kmあたりで」小さいこと

 代表交通手段だけでなく端末交通手段もセットで考える

 送迎の場合、空車回送時の負荷も含める

• それ自体が直接出す分だけでなく、間接的に出す分も考え
ること
 電気なら発電時の負荷も含める。充放電方式や需給ギャップも影響

• 行動が変わった時は、その前後の差を考えること
 徒歩・自転車からの転換や、外出を増やした場合は純増

 自家用車から転換した場合は減となる可能性

 乗合交通の場合、利用者が増えても本数が変わらなければ増加は小
さい（重量増加分だけ）

 本数が増えても利用者が増えなければ大きく増加

• 走行状態による違いも重要
 ストップアンドゴーや上りが多いと燃費・電費が悪化

その上で、自己主張でなくクリティカルレビューを受けることが望ましい

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 30



サイクルトレインがCO2削減と言えるかどうか？

• 単純に自転車を列車に載せれば、重くなるので電力消費が

増え、CO2は増加する

• しかし「載せられないなら自家用車やバイクで移動する」な

らば、CO2削減になる可能性がある

• 「載せられるので新たに旅行した」となれば、CO2は増加す

る。ただし、１人kmあたりのCO2は（自家用車より）少ない

 大事なのは、自家用車から転換していただき、そのきっか

けの１つとして「自転車での観光が魅力的」と思っていただ

けることで、来客も増えること

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 31



LRT・BRT導入による
CO2削減効果の簡易推計に

ついての留意点

2019.4.3

EST普及推進委員会 委員長 加藤博和

http://www.estfukyu.jp/pdf/2019kotsukankyotaisho/co220190403.pdf
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当面必要なこと：公共交通網全体で提供する
サービスレベルの向上（自家用車に対抗可能な）

• 幹線・・・定時性、速達性、快適性を向上（クルマより圧倒
的に早く、運転者は少なく）

• 支線・・・きめ細かく、気兼ねなく、しかし冗長でなく（短
く走る）

• 結節点・・・スムーズで、その場も魅力的に

• 乗継誘導・・・そのためにこそMaaSはあるべき

「冷たい」
移動自己責任社会

「暖かい」おでかけ
ウェルカム社会

CO2出し放題社会 脱炭素社会

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 33



EST実践のキーワード
 温室効果ガスが出せない時代（化石燃料が使えない）

 都市・地域内旅客の重要性（対策の余地多い）

 長期戦（一夜漬けではダメ、じわじわと変えていく）

 環境負荷の「見える化」（ラベリングとライフサイクル思考）

 ストックとなる施策を核に（幹線・結節点整備）

 乗合・相乗り・混載（低費用・高利便・低炭素を同時実現）

 まちづくり・ひとづくりとの連携（人を変える：環境教育・
モビリティマネジメント、まちを変える：コンパクト化）

 総力戦（しくみを変える：縦割りではダメ）

CO2など環境負荷を長期的に削減し
生態系を守る取組は、将来への「貯金」（貯炭!?）

名古屋大学 加藤博和 2025/07/18 34



加藤博和

”Think Globally, Act Locally”
交通施策の環境負荷をライフサイクルアセスメントによって明らかにし、

CO2を削減できる交通システムソリューションを追求する一方、
「地域公共交通プロデューサー」として

地域の現場でよりよい公共交通を生み出す仕事にも取り組んでいます

質問、問い合わせはE-Mailで
kato@genv.nagoya-u.ac.jp

Facebook: buskato
http://orient.genv.nagoya-u.ac.jp/kato/Jkato.htm

検索

Nagoya Univ. Regional Strategy Lab.
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